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A．研究目的 

フグの毒性は種によって大きく異なるためフ

グ類の種を正確に識別し、同定することは食品衛

生の観点から極めて重要である。しかし、フグ類

は形態がよく似ているため、種を識別するのは容

易ではない。たとえば、多くの海産魚では鰭の条

数や鱗の数を分類に用いているが、フグ類では多

くの場合、鰭条数に相違が見られない。また、鱗

が小棘に変化しているため、鱗を分類に用いるこ

とができない。フグ類の識別に最も役立つのは体

色であるが、近似種の体色を見分けることは難し

い。さらに、モヨウフグ属のように成長によって

体色が大きく変化する場合もある。また、トラフ

グ属においては自然交雑種がかなりの頻度で出

現している。このような理由によりフグ類の正確

な判別が困難になっている。そこで、本研究では

日本近海のフグ類の分類を再検討し、フグ類の同

定に用いることができる同定ガイドを作成する

ことを最終的な目的とする。 

  

 

B. 研究方法 

国内外の自然史系博物館や大学に保管されて

いる日本産フグ類を調査するともに魚類研究者

の協力を得て新たな標本を入手した。日本及び西

部太平洋熱帯域から採集され 50 個体の標本を国
立科学博物館、神奈川県立生命の星・地球博物館、

鹿児島大学総合研究博物館、京都大学舞鶴水産実

験所、三重大学水産実験所、西海区水産研究所に

おいて調査した。ロンドンの自然史博物館とオラ

ンダ国立自然史博物館においてタイプ標本の調

査も行った。さらに、マンボウ科魚類の体表構造

を電子顕微鏡によって詳細に調べた。 
新たに得られた標本はカラー写真を撮影した

後、10%ホルマリンで固定し、70%アルコールに
保存して、形態学的調査を行った。 
鰭条数の計数や体表面の小棘の観察は双眼実

体顕微鏡を用いて行った。内部骨格の観察が必要

な場合には、軟 X 線撮影装置を用いて骨格を撮
影した。 
  
 

研究要旨 

 今年度は日本産フグ類のトラフグ属とモヨウフグ属に重点を置いて研究を進めた。日本及び西

部太平洋熱帯域から採集された 50個体の標本を国立科学博物館、神奈川県立生命の星・地球博物
館、鹿児島大学総合研究博物館、京都大学舞鶴水産実験所、三重大学水産実験所において調査し

た。また、ロンドンの自然史博物館とオランダ国立自然史博物館のタイプ標本の調査も行った。 

モヨウフグ属の新種の標本を九州南部と沖縄から入手して、新種論文を Ichthyological Research
に投稿した（63巻 4号, 2016年に掲載）。トラフグ属についてはクサフグ、コモンフグ及びコモン
ダマシの分類学的地位の再検討を行った。その結果、クサフグの学名を変更する必要があること、

コモンフグとコモンダマシには種レベルの相違はなく、同種であることが明らかになった。さら

に、コモンフグの 7 個体のタイプ標本の中にクサフグとコモンフグが含まれていることが明らか
になった。両者の国際動物命名規約上の地位を詳細に検討した結果、コモンフグは学名を失うた

め、新種として記載すべ事が明らかになり、現在、論文を作成中である。 



 
 

C. 研究結果 
１）モヨウフグ属の分類学的研究 
日本及びインド・西太平洋に分布するモヨウフ

グ属の分類学的研究を行ったところ、新種を含む

14 種が分布することが明らかになった。モヨウ
フグ属のほとんどの種は鰭条数では区別できな

いが、ホシフグは鰭条数が他の 13 種より明らか
に多いため、明瞭に区別できることが明らかにな

った（ホシフグの背鰭条数は 13～15 本、他種で

は 9本～12本；臀鰭条数は 13本～15本に対し 9
本～12 本）。他の 13 種においては、鰭条数をは
じめとする形態的特徴に明瞭な相違はないが、体

色や色彩パターンに種固有の特徴があり、体色に

よって種を識別できることが判明した。 
また、宮崎県、鹿児島県及び沖縄本島から 4

個体のモヨウフグ属を入手し、詳細に調べた結果、

新種であることが明らかになった。新種はフィリ

ピン、紅海及びアフリカ東岸で観察されており、

水中写真によって日本の個体と同種であること

を確認した。この新種は緑褐色の体に多数の白色

縦線をもつ（図 1）。このような体色は他の 13種

には見られない。新種の論文を Ichthyological 
Researchに投稿し、3月上旬に受理された。新種
論文は 2016 年に出版される Ichthyological 

Research 63(4)に掲載される。 
２）トラフグ属の分類学的研究 
日本産トラフグ属全体の調査を進めているが、

今年度はコモンフグ、コモンダマシ及びクサフグ

などを重点的に調査した。その結果、コモンフグ

の色彩にはかなり変異があることが明らかにな

った。コモンフグの体の地色は黄褐色で、多くの

白色点に覆われる。しかし、体の地色がやや緑色

を帯びる場合もある。さらに、白色点の大きさや

数も個体によって異なる。白色点が小さい個体を

背面から見ると、左右の胸鰭の間に 20 個弱の白
色点がある。一方、白色点が大きな個体では、左

右の胸鰭の間に約 10 個の白色点がある。このた
め白色点が大きい個体と小さな個体を比べると

全体的な印象が大いに異なる（図 2）。白色点の

小さな個体の体色はショウサイフグやマフグの

若魚に似ている。しかし、コモンフグには体表に

小棘があり、小棘を欠くショウサイフグとマフグ

から明瞭に区別できる。また、白色点の大きさが

異なる個体が同一地点から採集されているため、

大小の差は個体変異であり、地域による違いでは

ない。 

ロンドンの自然史博物館に保存されている

Tetrodon alboplumbeus Richardson, 1845のタイプ
標本を調べた結果、本種がクサフグであることが

明らかになった。従来、クサフグの学名はTakifugu 
niphobles (Jordan and Snyder, 1901)とされていた
が、この学名は Tetrodon albopumbleusのシノニム

と な る た め ク サ フ グ の 学 名 は Takifugu 
alboplumbeus (Richardson, 1845)となる。 
一方、中国の研究者や日本の一部の研究者は

Takifugu alboplumbeusをコモンダマシとしていた
が、前述したようにこの学名のフグの実態はクサ

フグである。また、コモンダマシとされているフ

グとコモンフグを詳細に比較した結果、種レベル

の相違は見いだされなかった。このためコモンダ

マシはコモンフグの変異に過ぎない。 

さらに、オランダ国立自然史博物館に保管され

ている 10個体のコモンフグ Takifugu poecilonotus 
(Temminck and Schlegel, 1850)タイプ標本を調べ

たところ、2個体はクサフグであることが明らか
になった。Boeseman (1947)がクサフグの 2個体の
一つをコモンフグの Lectotype（複数のタイプ標

本の一つを基準標本すること）に指定したため、

国際動物命名規約によって Takifugu poecilonotus 
(Temminck and Schlegel, 1850)はクサフグ Takifugu 

alboplumbeus (Richardson, 1845)のシノニムとなる。
そのためコモンフグは学名を失うことが判明し

た。クサフグやコモンフグの分類学的地位につい

ては現在、論文を執筆中であり、2016 年後半に
学術誌に投稿する予定である。 
３）マンボウ科の体表構造の形態学的研究 

 マンボウ科 3属、すなわちクサビフグ属、マン
ボウ属およびヤリマンボウ属の体表構造を電子

顕微鏡（SEM） によって観察した。その結果、

マンボウ属とヤリマンボウ属の鱗には放射線状

の構造があるが、クサビフグ属にはないことが明

らかになった。さらに、クサビフグ属の鱗はマン

ボウ属やヤリマンボウ属と比較すると表面が平

滑であることも判明した。 
 

D. 考察 
 モヨウフグ属魚類の分類学的再検討の過程で

新種が発見された。モヨウフグ属の形態的特徴を

詳細に検討した結果、分類に最も有効な形質は体

色であることが明らかになった。この結果に基づ

いてモヨウフグ属の同定を行うため検索表を作

成した。今後、モヨウフグ属の中で種判別が困難



 
 

なため、多くの文献で混同されているサザナミフ

グとワモンフグの詳細な比較検討を行う必要が

ある。 

 日本産トラフグ属の分類学的再検討によって

日本の沿岸でごく普通に見られるクサフグとコ

モンフグには学名をめぐる問題点があることが

明らかになった。この事実は従来の分類学的研究

には問題点が多く残っており、普通種であっても

慎重に研究する必要があることを示している。 

 マンボウ科 3属の鱗を SEMによって観察した
結果、マンボウ属とヤリマンボウ属の鱗に共通す

る構造が見られた。一方、クサビフグ属の鱗はこ

れら 2属とは大きく異なることが判明した。この
結果はマンボウ属とヤリマンボウ属が近縁であ

り、クサビフグ属は両属とは異なる系統に属する

ことを示している。この結論は骨格形質を用いた

系統研究やDNAを用いた系統解析結果と一致し
ており、鱗の微細構造は系統関係を支持する新た

な特徴であることが明らかとなった。 
 

Ｅ. 結論 

 日本及びインド・西太平洋のモヨウフグ属を詳

細に研究した結果、新種を含む 14 種が分布して
いることが明らかになった。14 種のうち日本か

ら 12 種が記録されたことになり、日本近海のフ
グ類の多様性の高さが改めて明らかになった。日

本産トラフグ属の分類学的再検討によって普通

種のクサフグやコモンフグの分類学的問題が明

らかとなった。さらに、コモンダマシはコモンフ

グと同種であることも明らかになった。今後、ト

ラフグ属の分類学的調査を進める必要がある。マ

ンボウ科 3属の鱗の SEM観察によって、鱗の微
細構造が系統関係を反映していることが判明し

た。 
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